
かもっせきさ

かもっせきさいだか 貨物積載高 有がい貨車は貨車の附造

上おのずからf1't jliX:のかさが限定されるので，貨物をmみ得る品。li

さを決定する必裂はないがt 1H~が L 、 1~j1Iは側依 ・ 妻板が低いの

みて、なく，無L 、 ものもあるので，貨物を無制限にt1't1放すること

は危険である。このため安全に輸送し得る貨物政放の限度を決

めたのが貨物政;1京高で， j;~IIIの形状によりまた側板の有無，ス

テーキ等の関係によって最も適当 と考えられる積載高を設けて

おり ， その青 1 z，} の基礎はつぎのとおりである。

l 床板上聞から側板上国までの前さ 600 mm 以下の貨車お

よび側板のない貨1j1 (柵柱を具備するポギ ー 長 物事を除く)

1.8 m。

2 床板七而から JJIIJ板上l萌までの高さ 600mm をこえ 1 m 未

満の貨11におよび柵柱のあるポギー長物事 2.1m

3 床板上 fúj から jJlU 板上而までの高さ 1 m をこえる貨111

2 .4 m。

しかしこのl'iVl責高もこの寸法を絶対に出てはならないという

のではなく ， これをこえるものはかつ大貨物として，特別の規

定により厳重検査の上，臨時の約束により巡送を引受けること

となっている。(加藤礼三)

かもっせん 貨物線 (英) goods.train line 貨物の巡輸営業

を行う線として公示した区間。たとえば品) 11から新鶴見操車場

を経由して鶴見に至る区間，常磐線金11IJから総武本線新小岩に

至る区間などは貨物の運輸営業のみを行っているので一般にい

う貨物線である。この営業上の用語とはべつに列車運転上から

みた貨物線の用語も用いられる。すなわち旅客 ・ 貨物の一般巡

輸営業を行っている区間であっても ， 客貨とも輸送量:も多く旅

客列車と貨物列車をベつべつの線によって運転している区聞は，

とくに線路を使j日の目的によって区月lJ し ， 貨物列車を巡転して

いる総を貨物線という。山手線品川. Elì端聞の貨物線などはこ

の例に属するもので山手貨物線とい っ ている。なお停車j易構内

においてもっぱら1't車のために使用する貨車留置線，貨111仕分

線，貨物品't卸線等を本線，客lJi留f(t線等と 区別して貨物線と呼

んでいる。(森悌寿 ・森屋常夫)

かもっちんりつ 貨物質率 貨物運賃算出の基ljli[率を貨物資

率といい， また貨物運賃率とも称する。貨物運賃算出の要素と

しては巡送目的物の極類 ・ 数孟t ・ 主li送距離等極々あるが，貨物

質率はこれらのー要素として運賃算出上重要なものである。

賃率の:な義には広義の賃率と狭義の貸率との 2 つがあり ， 前

者は単位数量の単位距離に対する一定の率に若干運送距離の観

念を加味してー表にき見わしたものをいい， まったく述送距離の

観念を加味せず，単位数量および単位距離に対する迩fl:率を狭

義の貸率とし、う。

現行貨物氏率表に示される貸率は広義の貨物1"1:率であり，狭

義の貨物j主率に鼠するものは * 貨物基本質率である。

貨物質率はこれを極々に分類することができる。

l 貨物質率をあらかじめ定めて公表し利用者がそれにした

がって貨物運送契約を結ぶか，あるいは貨物託送のつど巡送業

者と利用者が折衝によって貨率を決定するかによって表定貸率

と自由貿;:t;ごとにわかれる。

2 湿i送耳元扱の極別により宅扱t't率， 小 口扱 i'ì率および事扱

賃率等に分類される。

3 割引の有無により 普通貨率 と 割引貨率または特別貨率と

に分けられる。

4 貨物質率の榊成からこれを分類すれば均一賃率，距離比

例氏率および遠距離逓減r~率(累加式と階梯式とに分けられる)

がある。

国鉄における現行貨物氏率はすべて表定賃率であり ， かっそ

の附成は黙jJll式遠距雌逓減i主率によっており，その種別は!{i

扱 ・小口扱および事故の 3 極の貸率でつぎのように大別されて

いる。

1 車扱貨率 普通等級に属する I 級から 12 級までの 12 の

賃率と特別等級に属する 21 級から 23 級までの 3 つの賃率とに

分げられており ， 各賃率聞の指数は次表のように l 級貸率の

200 を最高とし， 12 級 f{率および 23 級氏率を最低の 75 として

いる。

口扱f:t率と問機に普通貨率 と その基本賃率(集配料を除いた賃

率)から 2 \lfUを減じた特別賃率から成立っているが， 小口扱貸率

とJi'i\なり ， 配i送料(集貨の場合は集貸料も)が基本賃率に力nJ'):さ

れていて普通および特日lJ賃率のほかに 2 制増 5 制力闘， 1 0 割増

および 20 \~U j\~の賃率が設けられている。

3 小口扱貨率 賃率構成の基本は宅扱賃率と同じである。

貨物質率にはさらに割引貸率が例外的に設けられているが，

そのおもなものは貨物制引賃率表として貨物運送規則j別表に掲

げらhている。

貨物質率が高し、か低L、かを比較検討するための尺度として，

1 トン 1 キロ平均の貨物巡賃収入を用いることがある。この 1

トン 1 キロ平均貨物収入を平均貨物質率とも称する。平均貨物

質率は一定の期間内の貨物運賃収入をその期間内に輸送した貨

物ト γキロで除したものである。これは事故貨物，宅扱貨物，

小口扱貨物等の区別によって計算することができ，また車扱貨

物9-'の輸送iE:の大きな主主g 62 品目について 1 品目ごとに計

J')ーすることもできる。平均貨物氏率の計算方式を示せばつぎの

とおりである。

特定主主主品品目貨物巡賃収入
=特定主要品目平均貨物質率

特定主製品品目貨物ト γ キロ

Iド扱貨物運賃収入
=事扱貨物平均貨物質率

111扱貨物トンキロ

宅扱貨物運賃収入
=宅扱貨物平均貨物質率

宅扱貨物トンキロ

j、口扱貨物運賃収入
=小口扱貨物平均貨物賃率

卜口扱貨物 ト ンキロ

総貨物運賃収入
=各極平均貨物質率

総貨物トンキロ

以上のようにして計算した 1 トン 1 キロ平均貨物質率を物価

と対比して運賃の高低を検討し，またはこれと巡送原価と比較

して経営上の採算を判断するこ と が行われ， あるいは予定輸送

量にこれを乗じて貨物五li貨の予定収入をj私算する資料 と もされ

ている。__，巡賃。貨物特別賃率。

参考文献 ï~it喬秀雄若 鉄道賃率制度論。(関恨邦一・青木左京)

かもつつうちしょ 貨物通知書 貨物を受託した場合に鉄道

が発行する帳表であって，主E送契約の内容を証明する証拠証券

であると同時に， 運賃料金の収入量E~である。本替は運送義務

の履行および収入の突行を主目的として設定されたもので， 対

外的には貨物の運送引受， 運賃料金の収受等巡送契約の内容を

証明する証拠書類であると向11寺に ， 対内的にはその迩送 ・ 引渡

し上の義務を突行し， かつ運賃料金の収入の実行および調定上

における収入詰E果である。荷送人に交付する本替の叩片は， 現

品の受取りその他運送契約上の証拠書類として交付するもので




